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な
る
直
前
ま
で
、
何
度
も
そ
の
時

を
思
い
出
し
、
私
に
話
し
な
が
ら

涙
し
て
い
ま
し
た
」
と
内
情
を
打

ち
明
け
ま
し
た
。

　
戦
争
記
念
碑
で
あ
る
忠
霊
塔
は
、

社
会
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
祭
主
に
つ
い
て
は
当
初
の

山
口
村
か
ら
澍じ

ゅ
真し

ん
会か

い
（
遺
族
会
）、

山
口
生
産
森
林
組
合
、
一
般
財
団

法
人
山
口
町
徳
風
会
と
変
遷
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
祭
場
も
、
旧
山
口
小
学
校
校
庭

か
ら
明
徳
寺
本
堂
、
尼
ノ
子
広
場
、

一
般
財
団
法
人
山
口
町
徳
風
会
館

へ
と
推
移
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
例
祭
日
は
秋
分
の
日

（
今
年
は
9
月
23
日
）
で
、
祭
典

は
仏
式
、
神
式
を
隔
年
で
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

当時を語る中尾重保さん

昭和18年当時の忠霊塔

こ
と
が
前
提
で
す
。

　
山
口
町
の
忠
霊
塔
も
太
平
洋
戦

争
の
拡
大
と
長
期
化
に
伴
っ
て
、

戦
病
死
者
数
も
多
く
な
り
、
納
骨

設
備
の
あ
る
忠
霊
塔
の
必
要
が
生

じ
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
初

頭
か
ら
忠
霊
塔
建
設
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
工
事
は
村
民
の
助
け

合
い
で
行
な
わ
れ
、
経
費
も
村
民

の
浄
財
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
18
年
春
に
、

山
口
国
民
学
校
（
現
・
山
口
セ
ン

タ
ー
）
の
校
庭
に
地
上
８
ｍ
余
り

の
堂
々
た
る
忠
霊
塔
が
完
成
し
、

同
年
6
月
に
除
幕
式
、収
骨
式（
西

南
の
役
以
降
の
戦
役
で
、
戦
病
死

し
て
収
骨
さ
れ
た
諸
士
の
百
柱
以

上
）
に
続
い
て
、
第
1
回
慰
霊
祭

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
、
有
馬
郡
山
口
村

（
現
・
西
宮
市
山
口
町
）
は
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総

司
令
部
）
か
ら
「
忠
霊
塔
は
戦
争

の
遺
物
で
あ
り
、
廃
棄
せ
よ
」
と

の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
に
あ
る
多
く
の
忠
霊
塔
も
撤

去
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
村
長
は
、
中
尾
さ
ん
の

祖
父
・
中
尾
重
三
郎
氏
で
す
。
中

尾
村
長
は
戦
後
初
の
公
選
で
選
出

さ
れ
、
村
立
新
制
中
学
校
の
建
設
、

神
戸
市
と
の
合
併
交
渉
な
ど
の
他

忠
霊
塔
の
廃
棄
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
山
口
村
議
会
は
忠
霊
塔
の
保
存

を
決
議
。
現
在
地
に
内
密
に
移
設

し
て
碑
銘
を
変
更
し
、
銅
板
で
偽

装
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
完
了
検
査

で
、
中
尾
村
長
は
＊
Ｍ
Ｐ
か
ら
廃

棄
処
分
方
法
を
め
ぐ
っ
て
長
時
間

の
厳
し
い
尋
問
を
受
け
た
そ
う
で

す
。

　
当
時
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
重

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
忠
霊
塔
は
、
国
家
や
君
主
の
た

め
に
忠
義
や
忠
誠
を
持
っ
て
戦
争

に
出
兵
し
、
戦
死
し
た
者
の
霊
に

対
し
て
顕
彰
、
ま
た
は
た
た
え
続

け
る
こ
と
を
表
す
塔
で
す
。
ま
た
、

忠
霊
塔
は
納
骨
堂
を
備
え
て
い
る

忠
霊
塔
に
つ
い
て

忠
霊
塔
に
つ
い
て

保
さ
ん
は
「
祖
父
が
帰
宅

し
た
時
、
ぐ
っ
た
り
と
憔し

ょ
う

悴す
い

し
て
い
ま
し
た
。
連
行

さ
れ
て
殺
さ
れ
る
と
覚
悟

し
て
い
た
ら
し
く
、
通
訳

さ
ん
が
Ｍ
Ｐ
を
説
得
し
、

解
放
さ
れ
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
75
歳
で
亡
く

＊M
ilitary Police

西宮市内で特殊詐欺が多発！　ご注意を！

現金は自宅に置かず、防犯について地域ぐるみで
声をかけあい、不審者を見たらすぐに110番通報

　『
宮
っ
子
』
1
・
2
月
号
の
山

口
地
域
版
（
４
面
記
事
）
に
掲
載

し
た
「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
の
忠ち

ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

に
つ
い
て
、
山
口
町
上
山
口
在

住
の
中
尾
重
保
さ
ん
か
ら
新
た
な

歴
史
的
事
実
を
得
ま
し
た
。
改
め

て
、
忠
霊
塔
の
現
在
ま
で
の
経
過

を
紹
介
し
ま
す
。
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家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス 　
北
六
甲
台
小
学
校
区
連
合
福
寿

会
の
互
例
会
が
、
1
月
5
日
の
午

前
11
時
半
か
ら
北
六
甲
台
自
治
会

館
A
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連

合
福
寿
会
役
員
の
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

「
こ
の
互
例
会
は
無
料
で
す
」
と

会
長
が
告
げ
る
と
、
堅
苦
し
い
雰

囲
気
は
早
々
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
、
懇
談
、
令
和
6
年
の
振

り
返
り
な
ど
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の

話
が
い
ろ
い
ろ
と
出
て
、
乾
杯
の

音
頭
か
ら
、
場
が
だ
ん
だ
ん
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
に
な
る
と
、

ビ
ー
ル
の
量
も
増
え
、
宴
の
色
が

濃
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
歌
手
の

　
山
口
町
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー
の

防
災
訓
練
が
、
1
月
17
日
の
10
時

45
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
場

所
は
、
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
西
宮
部
品

セ
ン
タ
ー
東
館
の
広
場
を
利
用
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー

ド
コ
ラ
ボ
ネ
ク
ス
ト
、
阪
急
バ
ス

の
３
社
と
、
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合
連
合
会
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
日
の
防
災
訓
練
に
参

加
し
た
消
防
署
は
、
西
宮
市
消
防

局
・
北
消
防
署
、
山
口
分
署
、
西

宮
市
消
防
協
力
隊
（
阪
神
流
通
セ

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
を
ま
ね
た
衣

装
を
着
て
参
加
し
た
役
員
（
右
写

真
）
は
、
皆
さ
ん
の
喝
采
を
浴
び
、

互
例
会
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
楽
し
ん
だ
互
例

会
は
、
最
後
ま
で
笑
顔
と
笑
い
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ン
タ
ー
内
）
で
、
西
宮
市
消
防
局

の
指
揮
の
下
、
総
勢
50
人
以
上
が

参
加
し
て
大
規
模
災
害
対
応
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
実
際
に
廃
材
を

積
み
上
げ
て
燃
や
し
、
ホ
ー
ス
か

ら
炎
を
目
が
け
て
直
接
放
水
す
る

消
火
訓
練
や
廃
材
を
積
ん
だ
が
れ

き
の
中
に
人
型
人
形
を
入
れ
て
救

出
す
る
救
助
活
動
な
ど
で
し
た
。

　
訓
練
後
、
参
加
者
と
消
防
署
員

が
広
場
に
集
合
し
、
北
消
防
署
西

尾
享
署
長
か
ら
訓
練
の
結
果
と
協

力
し
た
人
た
ち
に
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

▽
令
和
7
年
度
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ

　

�

参
加
募
集
（
会
員
制
）

日
　
　時
： 

4
月
か
ら
令
和
8
年
3

月
ま
で
の
木
曜
日
。年

間
18
回（
予
定
）

対
　
　象
：�

令
和
5
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の（
就
園
前
）

の
子
ど
も
と
保
護
者

募
集
人
数
：
親
子
20
組

▽
キ
ラ
リ
ン
★
ホ
タ
ル

　 

ホ
タ
ル
博
士
の
ク
イ
ズ
に
挑

戦
！
　
工
作
も
あ
る
よ
！

日
　
　時
：
6
月
4
日
（
水
）

　
　
　
　
15
時
45
分
～
16
時
半

対
　
　象
：
4
歳
か
ら
小
学
生

申
し
込
み
：
無

募
集
人
数
：
先
着
25
人

�

☎
0
7
8・

9
0
4

・2
0
5
5

▼
絵
本
講
座

日
　
　時
：
6
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参 

加 

費
：
無
料

対
　
　象
：
一
般

申
し
込
み
：
5
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

募
集
人
数
：
先
着
40
人

絵
本
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
絵
本
で
子
育
て
セ
ン
タ
ー

�

久
賀
弥
生
さ
ん

▼
音
楽
で
元
気
な
毎
日
を
！

日
　
　時
：
6
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参 

加 

費
：
無
料

対
　
　象
：
一
般

申
し
込
み
：
5
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

募
集
人
数
：
先
着
40
人

音
楽
講
師
：
丸
山
陽
子
さ
ん

詳
細
は
山
口
公
民
館

�

☎
0
7
8・

9
0
4・

0
2
8
7

役員による仮装カラオケ

1
月
12
日 

令
和
6
年
度 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

�

選
抜
大
会
準
優
勝 

山
口
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

2
月
19
日 
北
六
甲
台
小
学
校

�
4
年
生
福
祉
体
験 

盲
導
犬
に
つ
い
て

2
月
7
日 

山
口
小
学
校

�

体
力
づ
く
り
集
会 

な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館　　だ

よ
り

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
５
年

暮
ら
し
た
ラ
グ
ド
ー
ル
の
男

の
子
で
す
。

　
名
前
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
「
ラ

グ
」と
、わ
が
家
の
名
前「
ジ
ュ

ニ
ア
」
で
す
。
ど
ち
ら
を
呼

ん
で
も
出
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
出
て
く
る
の
は
、
食
事

の
時
だ
け
で
す
…
。

　
先
住
猫
と
楽
し
く
遊
ぶ
猫

で
す
。

�

北
六
甲
台
　N
さ
ん

連
合
福
寿
会

連
合
福
寿
会

��

互
例
会

互
例
会

第第
1515
回
西
宮
山
口

回
西
宮
山
口

��

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
2
月
12
～
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

応
募
さ
れ
た
全
作
品
を
展
示
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
１
５
８
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
来
場
者
の
投
票
に

よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
み

ん
な
で
選
ん
だ
賞
」
は

注
目
で
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
見
学
に
来
た

人
が
ど
ん
な
作
品
を
選

ぶ
の
か
、
興
味
が
湧
き

ま
す
。

　
最
終
日
の
2
月
16
日

に
は
、
入
選
作
品
の
表

彰
式
が
午
後
2
時
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
入
選
作

品
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
作
品
で
す
。

　「
特
選
」は
、山
口
町

の
だ
ん
じ
り
を
撮
影
し

た
作
品
で
「
ゴ
ー
ル
ま

特選「ゴールまでもうすこし」みんなで選んだ賞「都会から田舎へ」

火災訓練の放水

人命救助を想定した瓦礫

　
第
15
回
西
宮
山
口
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
展
が
、
山
口
ホ
ー
ル

で
も
う
す
こ
し
」
と
題
が
付
け
ら

れ
た
源
元
史
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
回
の「
み

ん
な
で
選
ん
だ
賞
」
は
、「
都
会

か
ら
田
舎
へ
」
と
題
が
付
け
ら
れ

た
米
田
晃
大
さ

ん
の
作
品
で
、

神
戸
電
鉄
五
社

駅
か
ら
撮
っ
た

電
車
で
し
た
。

阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー

�

防
災
訓
練

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ
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家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス 　
北
六
甲
台
小
学
校
区
連
合
福
寿

会
の
互
例
会
が
、
1
月
5
日
の
午

前
11
時
半
か
ら
北
六
甲
台
自
治
会

館
A
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連

合
福
寿
会
役
員
の
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

「
こ
の
互
例
会
は
無
料
で
す
」
と

会
長
が
告
げ
る
と
、
堅
苦
し
い
雰

囲
気
は
早
々
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
昼
食
、
懇
談
、
令
和
6
年
の
振

り
返
り
な
ど
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の

話
が
い
ろ
い
ろ
と
出
て
、
乾
杯
の

音
頭
か
ら
、
場
が
だ
ん
だ
ん
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
に
な
る
と
、

ビ
ー
ル
の
量
も
増
え
、
宴
の
色
が

濃
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
歌
手
の

　
山
口
町
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー
の

防
災
訓
練
が
、
1
月
17
日
の
10
時

45
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
場

所
は
、
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
の
西
宮
部
品

セ
ン
タ
ー
東
館
の
広
場
を
利
用
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ー

ド
コ
ラ
ボ
ネ
ク
ス
ト
、
阪
急
バ
ス

の
３
社
と
、
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合
連
合
会
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
日
の
防
災
訓
練
に
参

加
し
た
消
防
署
は
、
西
宮
市
消
防

局
・
北
消
防
署
、
山
口
分
署
、
西

宮
市
消
防
協
力
隊
（
阪
神
流
通
セ

ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
を
ま
ね
た
衣

装
を
着
て
参
加
し
た
役
員
（
右
写

真
）
は
、
皆
さ
ん
の
喝
采
を
浴
び
、

互
例
会
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
に

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
楽
し
ん
だ
互
例

会
は
、
最
後
ま
で
笑
顔
と
笑
い
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ン
タ
ー
内
）
で
、
西
宮
市
消
防
局

の
指
揮
の
下
、
総
勢
50
人
以
上
が

参
加
し
て
大
規
模
災
害
対
応
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
実
際
に
廃
材
を

積
み
上
げ
て
燃
や
し
、
ホ
ー
ス
か

ら
炎
を
目
が
け
て
直
接
放
水
す
る

消
火
訓
練
や
廃
材
を
積
ん
だ
が
れ

き
の
中
に
人
型
人
形
を
入
れ
て
救

出
す
る
救
助
活
動
な
ど
で
し
た
。

　
訓
練
後
、
参
加
者
と
消
防
署
員

が
広
場
に
集
合
し
、
北
消
防
署
西

尾
享
署
長
か
ら
訓
練
の
結
果
と
協

力
し
た
人
た
ち
に
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

▽
令
和
7
年
度
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ

　

�
参
加
募
集
（
会
員
制
）

日
　
　時
： 
4
月
か
ら
令
和
8
年
3

月
ま
で
の
木
曜
日
。年

間
18
回（
予
定
）

対
　
　象
：�

令
和
5
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の（
就
園
前
）

の
子
ど
も
と
保
護
者

募
集
人
数
：
親
子
20
組

▽
キ
ラ
リ
ン
★
ホ
タ
ル

　 

ホ
タ
ル
博
士
の
ク
イ
ズ
に
挑

戦
！
　
工
作
も
あ
る
よ
！

日
　
　時
：
6
月
4
日
（
水
）

　
　
　
　
15
時
45
分
～
16
時
半

対
　
　象
：
4
歳
か
ら
小
学
生

申
し
込
み
：
無

募
集
人
数
：
先
着
25
人

�

☎
0
7
8・

9
0
4

・2
0
5
5

▼
絵
本
講
座

日
　
　時
：
6
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参 

加 

費
：
無
料

対
　
　象
：
一
般

申
し
込
み
：
5
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

募
集
人
数
：
先
着
40
人

絵
本
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
　
絵
本
で
子
育
て
セ
ン
タ
ー

�

久
賀
弥
生
さ
ん

▼
音
楽
で
元
気
な
毎
日
を
！

日
　
　時
：
6
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
半

参 

加 

費
：
無
料

対
　
　象
：
一
般

申
し
込
み
：
5
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

募
集
人
数
：
先
着
40
人

音
楽
講
師
：
丸
山
陽
子
さ
ん

詳
細
は
山
口
公
民
館

�

☎
0
7
8・

9
0
4・

0
2
8
7

役員による仮装カラオケ

1
月
12
日 

令
和
6
年
度 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

�

選
抜
大
会
準
優
勝 

山
口
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

2
月
19
日 

北
六
甲
台
小
学
校

�

4
年
生
福
祉
体
験 

盲
導
犬
に
つ
い
て

2
月
7
日 

山
口
小
学
校

�

体
力
づ
く
り
集
会 

な
わ
と
び
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館　　だ

よ
り

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
５
年

暮
ら
し
た
ラ
グ
ド
ー
ル
の
男

の
子
で
す
。

　
名
前
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

以
前
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
「
ラ

グ
」と
、わ
が
家
の
名
前「
ジ
ュ

ニ
ア
」
で
す
。
ど
ち
ら
を
呼

ん
で
も
出
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
出
て
く
る
の
は
、
食
事

の
時
だ
け
で
す
…
。

　
先
住
猫
と
楽
し
く
遊
ぶ
猫

で
す
。

�

北
六
甲
台
　N
さ
ん

連
合
福
寿
会

連
合
福
寿
会

��

互
例
会

互
例
会

第第
1515
回
西
宮
山
口

回
西
宮
山
口

��

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
2
月
12
～
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

応
募
さ
れ
た
全
作
品
を
展
示
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
１
５
８
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
来
場
者
の
投
票
に

よ
っ
て
選
ば
れ
る
「
み

ん
な
で
選
ん
だ
賞
」
は

注
目
で
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
見
学
に
来
た

人
が
ど
ん
な
作
品
を
選

ぶ
の
か
、
興
味
が
湧
き

ま
す
。

　
最
終
日
の
2
月
16
日

に
は
、
入
選
作
品
の
表

彰
式
が
午
後
2
時
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
入
選
作

品
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
作
品
で
す
。

　「
特
選
」は
、山
口
町

の
だ
ん
じ
り
を
撮
影
し

た
作
品
で
「
ゴ
ー
ル
ま

特選「ゴールまでもうすこし」みんなで選んだ賞「都会から田舎へ」

火災訓練の放水

人命救助を想定した瓦礫

　
第
15
回
西
宮
山
口
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
展
が
、
山
口
ホ
ー
ル

で
も
う
す
こ
し
」
と
題
が
付
け
ら

れ
た
源
元
史
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、今
回
の「
み

ん
な
で
選
ん
だ
賞
」
は
、「
都
会

か
ら
田
舎
へ
」
と
題
が
付
け
ら
れ

た
米
田
晃
大
さ

ん
の
作
品
で
、

神
戸
電
鉄
五
社

駅
か
ら
撮
っ
た

電
車
で
し
た
。

阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー

�

防
災
訓
練

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ



（₁） （₄）　 　第373号 第373号令和₇年₅月₁日 令和₇年₅月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

な
る
直
前
ま
で
、
何
度
も
そ
の
時

を
思
い
出
し
、
私
に
話
し
な
が
ら

涙
し
て
い
ま
し
た
」
と
内
情
を
打

ち
明
け
ま
し
た
。

　
戦
争
記
念
碑
で
あ
る
忠
霊
塔
は
、

社
会
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
の
祭
主
に
つ
い
て
は
当
初
の

山
口
村
か
ら
澍じ

ゅ
真し

ん
会か

い
（
遺
族
会
）、

山
口
生
産
森
林
組
合
、
一
般
財
団

法
人
山
口
町
徳
風
会
と
変
遷
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
祭
場
も
、
旧
山
口
小
学
校
校
庭

か
ら
明
徳
寺
本
堂
、
尼
ノ
子
広
場
、

一
般
財
団
法
人
山
口
町
徳
風
会
館

へ
と
推
移
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
例
祭
日
は
秋
分
の
日

（
今
年
は
9
月
23
日
）
で
、
祭
典

は
仏
式
、
神
式
を
隔
年
で
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

当時を語る中尾重保さん

昭和18年当時の忠霊塔

こ
と
が
前
提
で
す
。

　
山
口
町
の
忠
霊
塔
も
太
平
洋
戦

争
の
拡
大
と
長
期
化
に
伴
っ
て
、

戦
病
死
者
数
も
多
く
な
り
、
納
骨

設
備
の
あ
る
忠
霊
塔
の
必
要
が
生

じ
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
初

頭
か
ら
忠
霊
塔
建
設
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
工
事
は
村
民
の
助
け

合
い
で
行
な
わ
れ
、
経
費
も
村
民

の
浄
財
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
18
年
春
に
、

山
口
国
民
学
校
（
現
・
山
口
セ
ン

タ
ー
）
の
校
庭
に
地
上
８
ｍ
余
り

の
堂
々
た
る
忠
霊
塔
が
完
成
し
、

同
年
6
月
に
除
幕
式
、収
骨
式（
西

南
の
役
以
降
の
戦
役
で
、
戦
病
死

し
て
収
骨
さ
れ
た
諸
士
の
百
柱
以

上
）
に
続
い
て
、
第
1
回
慰
霊
祭

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
、
有
馬
郡
山
口
村

（
現
・
西
宮
市
山
口
町
）
は
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総

司
令
部
）
か
ら
「
忠
霊
塔
は
戦
争

の
遺
物
で
あ
り
、
廃
棄
せ
よ
」
と

の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
に
あ
る
多
く
の
忠
霊
塔
も
撤

去
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
村
長
は
、
中
尾
さ
ん
の

祖
父
・
中
尾
重
三
郎
氏
で
す
。
中

尾
村
長
は
戦
後
初
の
公
選
で
選
出

さ
れ
、
村
立
新
制
中
学
校
の
建
設
、

神
戸
市
と
の
合
併
交
渉
な
ど
の
他

忠
霊
塔
の
廃
棄
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
山
口
村
議
会
は
忠
霊
塔
の
保
存

を
決
議
。
現
在
地
に
内
密
に
移
設

し
て
碑
銘
を
変
更
し
、
銅
板
で
偽

装
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
完
了
検
査

で
、
中
尾
村
長
は
＊
Ｍ
Ｐ
か
ら
廃

棄
処
分
方
法
を
め
ぐ
っ
て
長
時
間

の
厳
し
い
尋
問
を
受
け
た
そ
う
で

す
。

　
当
時
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
重

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
忠
霊
塔
は
、
国
家
や
君
主
の
た

め
に
忠
義
や
忠
誠
を
持
っ
て
戦
争

に
出
兵
し
、
戦
死
し
た
者
の
霊
に

対
し
て
顕
彰
、
ま
た
は
た
た
え
続

け
る
こ
と
を
表
す
塔
で
す
。
ま
た
、

忠
霊
塔
は
納
骨
堂
を
備
え
て
い
る

忠
霊
塔
に
つ
い
て

忠
霊
塔
に
つ
い
て

保
さ
ん
は
「
祖
父
が
帰
宅

し
た
時
、
ぐ
っ
た
り
と
憔し

ょ
う

悴す
い

し
て
い
ま
し
た
。
連
行

さ
れ
て
殺
さ
れ
る
と
覚
悟

し
て
い
た
ら
し
く
、
通
訳

さ
ん
が
Ｍ
Ｐ
を
説
得
し
、

解
放
さ
れ
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
75
歳
で
亡
く

＊M
ilitary Police

西宮市内で特殊詐欺が多発！　ご注意を！

現金は自宅に置かず、防犯について地域ぐるみで
声をかけあい、不審者を見たらすぐに110番通報

　『
宮
っ
子
』
1
・
2
月
号
の
山

口
地
域
版
（
４
面
記
事
）
に
掲
載

し
た
「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
の
忠ち

ゅ
う

霊れ
い

塔と
う

に
つ
い
て
、
山
口
町
上
山
口
在

住
の
中
尾
重
保
さ
ん
か
ら
新
た
な

歴
史
的
事
実
を
得
ま
し
た
。
改
め

て
、
忠
霊
塔
の
現
在
ま
で
の
経
過

を
紹
介
し
ま
す
。


